


補償内容のご説明（お支払いする保険金の概要等）（※）ケガを被ったとき既に存在していた身体の傷害または病気の影響によって、ケガの程度が重大
となった場合は、引受保険会社は、その影響がなかったときに相当する金額を支払います。

保険金の種類 保険金をお支払いする場合 保険金のお支払額 保険金をお支払いできない主な場合

傷
害
保
険
金（
※
）

死亡保険金
国内旅行中の事故によるケガのため、
事故の発生の日からその日を含めて
１８０日以内に死亡した場合

　保険金額（＊）の全額　
※保険期間中に、既にお支払いした後遺障害保険金がある場合、保険金額（＊）からその

額を差し引いてお支払いします。
（＊）保険金額とは、保険証券の「死亡・後遺障害」に記載の保険金額をいいます。

次のいずれかによるケガについては保険金をお支払いできません。
①保険契約者、被保険者または保険金受取人の故意または重大な過失
②被保険者の闘争行為、自殺行為または犯罪行為
③被保険者が次のいずれかに該当する間に発生した事故
ア．法令に定められた運転資格を持たないで自動車等（注１）を運転している間
イ．道路交通法第６５条第１項に定める酒気を帯びた状態で自動

車等（注１）を運転している間
ウ．麻薬、大麻、あへん、覚せい剤、シンナー等の影響により正常な運転

ができないおそれがある状態で自動車等（注１）を運転している間
④被保険者の脳疾患、病気または心神喪失
⑤被保険者の妊娠、出産、早産または流産
⑥保険金をお支払いすべきケガの治療以外の被保険者に対す

る外科的手術その他の医療処置
⑦被保険者に対する刑の執行
⑧戦争、外国の武力行使、革命、内乱等の事変または暴動（注２）
⑨地震もしくは噴火またはこれらによる津波（注３）
⑩核燃料物質などの放射性・爆発性・有害な特性による事故
⑪上記⑩以外の放射線照射または放射能汚染
⑫別記の「補償対象外となる運動等」を行っている間の事故（注４）
⑬被保険者が次のいずれかに該当する間に発生した事故
ア．乗用具（注５）を用いて競技等（注６）をしている間（ウ．に該当

しない「自動車等（注１）を用いて道路上で競技等（注６）をして
いる間」の事故は保険金をお支払いします。）

イ．乗用具（注５）を用いて競技等（注６）を行うことを目的とする
場所において、競技等（注６）に準ずる方法・態様により乗用具

（注５）を使用している間（ウ.に該当しない「道路上で競技等
（注６）に準ずる方法・態様により、自動車等（注１）を使用して
いる間」の事故は保険金をお支払いします。）

ウ．法令による許可を受けて、一般の通行を制限し、道路を占有
した状態で、自動車等（注１）を用いて競技等（注６）をしている
間または競技等（注６）に準ずる方法・態様により自動車等（注
１）を使用している間

⑭むちうち症・腰痛等で医学的他覚所見のないもの（注７）
⑮入浴中の溺水（注８）（ただし、引受保険会社が保険金を支払うべ

きケガによって生じた場合には、保険金をお支払いします。）
⑯誤嚥（えん）（注９）によって生じた肺炎

など

後遺障害
保険金

国内旅行中の事故によるケガのため、事故
の発生の日からその日を含めて１８０日以内
に約款所定の後遺障害が発生した場合

　保険金額（＊）　×　約款所定の保険金支払割合（４％～１００％）　
※保険期間を通じ、合算して保険金額（＊）が限度となります。

（＊）保険金額とは、保険証券の「死亡・後遺障害」に記載の保険金額をいいます。

入院保険金
国内旅行中の事故によるケガの治療
のため、事故の発生の日からその日を
含めて１８０日以内に入院した場合

　入院保険金日額　×　入院日数　
※事故の発生の日からその日を含めて１８０日以内の入院

を対象とし、１事故につき、１８０日が限度となります。

手術保険金

国内旅行中の事故によるケガの治療のため、事
故の発生の日からその日を含めて１８０日以内
に被保険者が手術（＊）を受けた場合

（＊）手術とは、次の診療行為をいいます。
①公的医療保険制度において手術料の対象と

なる診療行為。ただし、次の診療行為は保険
金お支払いの対象になりません。

・創傷処理
・皮膚切開術
・デブリードマン
・骨または関節の非観血的または徒手的な

整復術、整復固定術および授動術
・抜歯手術
・歯科診療固有の診療行為
②先進医療（注１０）に該当する診療行為（注１１）

①入院中（注１２）に受けた手術
　　入院保険金日額　×　１０　
②上記①以外の手術
　　　入院保険金日額　×　5　

※１事故につき１回の手術に限ります。また、１事故に対し
て、上記①と②の手術を受けた場合は、上記①の手術を
１回受けたものとします。

通院保険金

国内旅行中の事故によるケガの治療の
ため、事故の発生の日からその日を含め
て１８０日以内に通院（＊）した場合

（＊）通院とは、病院もしくは診療所に通い、または
往診もしくは訪問診療により、治療を受ける
ことをいい、オンライン診療による診察を含
みます。ただし、治療を伴わない、薬剤、診断
書、医療器具等の受領等のためのものは含
みません。なお、同月に複数回のオンライン
診療を受けた場合で、公的医療保険制度に
おける医科診療報酬点数表においてオンラ
イン診療料を１回算定された場合は、最初の
１回にのみ通院したものとみなします。

　通院保険金日額　×　通院日数　
※事故の発生の日からその日を含めて１８０日以内の通院

を対象とし、１事故につき、９０日が限度となります。
※通院しない場合においても、約款所定の部位を固定する

ために、医師の指示によりギプス等（注１３）を常時装着し
た期間は、 通院日数に含めてお支払いします。

賠償責任保険金
★賠償責任補

償特約（国内
旅行特約用）

被保険者が国内旅行中の偶然な
事故により、他人の身体の障害ま
たは他人の財物の損壊について
法律上の損害賠償責任を負担す
ることによって損害を被った場合

※被保険者が責任無能力者の場
合には、その親権者またはその
他の法定監督義務者を被保険
者とします。ただし、保険金のお
支払対象となる損害は、その責
任無能力者の国内旅行中の行
為により発生した他人の身体
の障害または他人の財物の損
壊について、その親権者または
その他の法定監督義務者が法
律上の損害賠償責任を負担す
ることによって被った損害に限
ります。

　被保険者が損害賠償請求権者に対して負担する法律上の損害賠償責任の額　
＋　判決により支払を命ぜられた訴訟費用または判決日までの遅延損害金　－　被
保険者が損害賠償請求権者に対して損害賠償金を支払ったことにより代位取
得するものがある場合は、その価額　－　免責金額（注１４）（０円）　
※１回の事故につき、賠償責任保険金額が限度となります。
※損害賠償金額等の決定については、あらかじめ引受保険会社の承認を必要とします。
※上記算式により計算した額とは別に、損害の発生または拡大を防止するために

必要または有益であった費用、示談交渉費用、争訟費用等をお支払いします。
※事故により損害賠償の請求を受けた場合、引受保険会社は、被保険者

からの申出があり、かつ、被保険者の同意が得られれば、被保険者のた
めに被害者との示談交渉を引き受けます。ただし、次のいずれかの場合
は、引受保険会社による示談交渉はできません。

①被保険者が負担する法律上の損害賠償責任の総額が賠償責任保険金
額を明らかに超える場合

②損害賠償請求権者が、引受保険会社と直接、折衝することに同意しない場合
③正当な理由がなく被保険者が引受保険会社への協力を拒んだ場合
④日本国外で発生した事故の場合または被保険者に対する損害賠償請求

に関する訴訟が日本国外の裁判所に提起された場合
※補償内容が同様の保険契約（国内旅行傷害保険契約以外の保険契約に

セットされた特約や引受保険会社以外の保険契約を含みます。）が他に
あるときは、補償が重複することがあります。補償内容の差異や保険金
額を確認し、ご契約の要否を判断のうえ、ご契約ください。

次のいずれかによって発生した損害に対しては保険金をお支払いできません。
①保険契約者、被保険者またはこれらの方の法定代理人の故意
②被保険者または被保険者の指図による暴行、殴打による損害賠償責任
③戦争、外国の武力行使、革命、内乱等の事変または暴動（注２）
④地震もしくは噴火またはこれらによる津波
⑤被保険者の業務遂行に直接起因する損害賠償責任（仕事上の損害賠償責任）
⑥被保険者が所有、使用または管理する財物の損壊について、そ

の財物につき正当な権利を有する者に対して負担する損害賠
償責任（＊）。ただし、宿泊施設の客室（注１５）に与えた損害は、
お支払いの対象となります。

⑦被保険者と同居する親族（注１６）および旅行行程（注１７）を同じ
くする親族（注１６）に対する損害賠償責任

⑧航空機、船舶・車両（原動機付自転車を含み、ゴルフ場敷地内に
おけるゴルフカート、自転車、身体障害者用車いす、歩行補助車
および原動力が専ら人力のものを含みません。）、銃器（空気銃を
含みません。）の所有、使用または管理に起因する損害賠償責任

⑨核燃料物質などの放射性・爆発性・有害な特性による事故
⑩上記⑨以外の放射線照射または放射能汚染

など
（＊）レンタル用品やゴルフ場のゴルフカートなど、他人から借りたり預

かった物の損壊や使用不能に対する損害賠償責任を負担すること
によって被った損害に対しては保険金をお支払いできません。

●この保険には、「国内旅行傷害保険特約」がセットされるため、上記表の各保険金欄には同特約をセットした後の補償内容を掲載しています。
●国内旅行傷害保険の保険期間は、始期日の午前０時に始まり、満期日の午後１２時に終わります。ただし、被保険者が旅行行程（注１７）を開始する前および旅行行程（注１７）を終了した後に発生した事故はお支払いの対象となりません。
●乗客として搭乗する予定の航空機等が遅延または欠航等の場合など、責任期間が自動的に延長される場合があります。
●【保険責任の範囲に関するご注意】

次の場合は、被保険者が日本国外において被ったケガに対しても保険金をお支払いします。
ア．旅行行程（注１７）中に被保険者が乗客として搭乗している航空機または船舶（＊）が通常の航路により日本国外を通過する場合
イ．旅行行程（注１７）中に被保険者が乗客として搭乗している航空機または船舶（＊）に対する第三者による不法な支配その他被保険者の責めに帰すことのできない事由により日本国外に出た場合

（＊）航空機または船舶とは、日本国内から出発して日本国内に帰着する予定の航空機または船舶をいい、日本国外に寄港する予定のものを含みません。
●すべてのご契約に「戦争危険等免責に関する一部修正特約」が自動的にセットされ、保険金をお支払いしない場合のうち「戦争、外国の武力行使、革命、内乱等の事変または暴動」については、テロ行為

はお支払いの対象となります。テロ行為とは、政治的、社会的もしくは宗教・思想的な主義・主張を有する団体・個人またはこれと連帯するものがその主義・主張に関して行う暴力的行動をいいます。
＜補償対象外となる運動等＞

山岳登はん（＊１）、リュージュ、ボブスレー、スケルトン、航空機（＊２）操縦（＊３）、スカイダイビング、ハンググライダー搭乗、超軽量動力機（＊４）搭乗、ジャイロプレーン搭乗
その他これらに類する危険な運動

（＊１）ピッケル、アイゼン、ザイル、ハンマー等の登山用具を使用するもの、ロッククライミング（フリークライミングを含みます。）をいい、登る壁の高さが５ｍ以下であるボルダリングは含みません。　（＊２）グライダーおよ
び飛行船は含みません。　（＊３）職務として操縦する場合は含みません。　（＊４）モーターハンググライダー、マイクロライト機、ウルトラライト機等をいい、パラプレーン等のパラシュート型超軽量動力機は含みません。

（注１）自動車等とは、自動車または原動機付自転車をいいます。　（注２）テロ行為によって発生したケガまたは損害に関しては自動セットの「戦争危険等免責に関する一部修正特約」により保険金お支払いの対象となります。　（注３）「天災危険補償特約」がセットされ
た場合、保険金お支払いの対象となります。　（注４）「運動危険等補償特約」がセットされた場合、保険金お支払いの対象となります。　（注５）乗用具とは、自動車、原動機付自転車またはモーターボート・水上オートバイ等をいいます。　（注６）競技等とは、競技、競争、
興行（これらのための練習を含みます。）または試運転（性能試験を目的とする運転または操縦）をいいます。　（注７）医学的他覚所見のないものとは、脳波所見、理学的検査、神経学的検査、臨床検査、画像検査、眼科・耳鼻科検査等によりその根拠を客観的に証明す
ることができないものをいいます。　（注８）溺水とは、水を吸引したことによる窒息をいいます。　（注９）誤嚥（えん）とは、食物、吐物、唾液等が誤って気管内に入ることをいいます。　（注１０）先進医療とは、手術を受けた時点において、厚生労働省告示に基づき定めら
れている評価療養のうち、別に厚生労働大臣が定める先進医療をいいます（先進医療ごとに定める施設基準に適合する病院等において行われるものに限ります。）。なお、先進医療の対象となる医療技術、医療機関および適応症等は、一般の保険診療への導入や承
認取消等の事由によって、変動します。　（注１１）先進医療に該当する診療行為は、治療を直接の目的として、メス等の器具を用いて患部または必要部位に切除、摘出等の処置を施すものに限ります（診断、検査等を直接の目的とした診療行為ならびに注射、点滴、薬
剤投与（全身・局所）、放射線照射、温熱療法による診療行為を除きます。）。　（注１２）入院中とは、手術を受けたケガの治療のために入院している間をいいます。　（注１３）ギプス等とは、ギプス、ギプスシーネ、ギプスシャーレ、シーネその他これらと同程度に固定する
ことができるものをいい、胸部固定帯、胸骨固定帯、肋（ろっ）骨固定帯、サポーター等は含みません。　（注１４）免責金額とは、支払保険金の計算にあたって損害の額から差し引く金額で、自己負担となる金額をいいます。 （注１５）客室には、客室内の動産ならびに客室
外におけるセイフティボックスのキーおよびルームキーを含みます。 （注１６）親族とは、６親等内の血族、配偶者（＊）および３親等内の姻族をいいます。（＊）配偶者とは、婚姻の相手方をいい、婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情（内縁関係）にある
方および戸籍上の性別が同一であるが婚姻関係と異ならない程度の実質を備える状態にある方を含みます。　（注１７）旅行行程とは、保険証券記載の旅行に参加するため所定の集合地に集合したときから所定の解散地で解散するまでの行程をいいます。



1．商品の仕組みおよび引受条件等
（1）商品の仕組み

この保険は、被保険者（補償の対象者）が国内旅行中に事故によりケガ
をされた場合 に保険金をお支払いします。
）＊（

保もてし対にガケたっ被ていおに外国本日が者険保被、は合場の次 ）注（
険金をお支払いします。

船はたま機空航るいてし乗搭てしと客乗が者険保被に中程行行旅 ．ア
舶（日本を出発して日本に帰着する予定の航空機または船舶をい
い、日本国外に寄港する予定のものを除きます。）が通常の航路
により日本国外を通過する場合

保被他のそ配支な法不るよに者三第るす対に舶船はたま機空航のそ ．イ
険者の責めに帰することのできない事由により日本国外に出た場合

（2）補償内容
保険金をお支払いする場合はパンフレットのとおりです。詳細は普通保
険約款・特約に基づきます。
①保険金をお支払いする場合（支払事由）と保険金のお支払額
　パンフレットをご参照ください。
②保険金をお支払いしない主な場合（主な免責事由）
　 パンフレットをご参照ください。なお、詳細は普通保険約款・特約の
「保険金を支払わない場合」の項目に記載されております。

（3）セットできる主な特約およびその概要
パンフレットをご参照ください。特約の内容の詳細は普通保険約款・特約
に基づきます。

（4）保険期間
この保険の保険期間は、１か月以内で旅行期間に合わせて設定してください。
この保険は、国内旅行に参加するため所定の集合地に集合したときから

所定の解散地で解散するまでを補償するものです。保険期間の途中であ
っても、解散した時に補償は終了しますのでご注意ください。お客さま
が実際にご加入いただく保険期間については、「国内旅行傷害保険契約加
入手続書」の保険期間欄にてご確認ください。

（5）引受条件
ご加入いただく保険金額につきましては、次の①～②にご注意ください。
お客さまが実際にご加入いただく保険金額につきましては、パンフレット
の保険金額欄および国内旅行傷害保険契約加入手続書、普通保険約款・特
約等にてご確認ください。
●保険金額は被保険者（補償の対象者）の方の年令・年収などに照らして
　適正な金額となるように設定してください。場合により、お引受できない
　保険金額・ご契約条件等もありますのであらかじめご承知おきください。

2．保険料
保険料は保険金額・保険期間等によって決定されます。実際のご加入時の
保険料につきましては、「国内旅行傷害保険契約加入手続書」の保険料欄にて
ご確認ください。
3．保険料の払込方法について
国内旅行傷害保険をのご加入を希望される方は、ご旅行の出発前までに国内旅行傷
害保険契約加入手続書をご記入の上、保険料を旅行代金と一緒にお支払い下さい。
4．満期返れい金・契約者配当金
この保険には満期返れい金・契約者配当金はありません。
5．解約返れい金の有無
ご加入の脱退（解約）に際しては、ご加入時の条件により、保険期間のうち未経過
であった期間の保険料を解約返れい金として返還します。始期日から解約日まで
の期間に応じて払込みいただくべき保険料の払込状況により、追加の保険料を
ご請求する場合があります。追加で請求したにもかかわらず、その払込みがない
場合は、ご契約を解除することがあります。注意喚起情報のご説明の「7. 解約と
解約返れい金」をご参照ください。

重要事項のご説明
契約概要のご説明（国内旅行傷害保険）

注意喚起情報のご説明（国内旅行傷害保険）

1．クーリングオフ説明書（ご契約のお申込みの撤回等）
この保険は株式会社湯旅が保険契約者となる包括契約であることからクーリン
グオフの対象となりません。
2．告知義務等
（1） 告知義務（ご加入時にお申出いただく事項）
■被保険者（補償の対象者）には、告知義務があり、代理店・扱者には告知受
　領権があります。告知義務とは、ご加入時に告知事項について、事実を正確
　に知らせる義務のことです。
■告知事項とは、危険に関する重要な事項として引受保険会社が告知を求める
　もので、「国内旅行傷害保険契約加入手続書」に記載された内容のうち、「※」
　印がついている項目のことです。この項目について、故意または重大な過失
　によって告知がなかった場合や告知した事項が事実と異なる場合には、保険
　契約を解除し、保険金をお支払いできないことがあります。「国内旅行傷害保
　険契約加入手続書」の記載内容を必ずご確認ください。
【告知事項】
●他の保険契約等(＊)に関する情報
(＊)同種の危険を補償する他の保険契約等で、団体総合生活補償保険、普通傷
害保険等をいい、いずれも積立保険を含みます。また、他の保険会社等におけ
る契約、共済契約、生命保険契約等を含みます。
（2）その他の注意事項

■ご加入後、申込人の住所などを変更される場合は、ご加入内容の変更等が
　必要となります。ただちに代理店・扱者または引受保険会社までご連絡く
　ださい。
■被保険者が保険契約者以外の方である場合に、次のいずれかに該当すると
　きは、被保険者は保険契約者にこの保険契約の解約（＊）を求めることが
　できます。この場合、保険契約者はこの保険契約を解約（＊）しなければ
　なりません。
　①この保険契約の被保険者となることについて、同意していなかった場合
　②保険契約者または保険金を受け取るべき方に、次のいずれかに該当する
　　行為があった場合
　　・引受保険会社に保険金を支払わせることを目的としてケガ等を発生さ
　　　せ、または発生させようとしたこと。
　　・保険金の請求について詐欺を行い、または行おうとしたこと。
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本別冊と併せてパンフレット「株式会社湯旅がおすすめする国内旅行傷害保険」をご覧ください。 別 冊

国内旅行に参加するため所定の集合地に集合したときから所定の
解散地で解散するまでの間かつ「国内旅行傷害保険契約加入手続書」
の保険期間欄に記載された保険期間中のケガを補償します。

■保険金受取人について

人
取
受
金
険
保

死亡保険金 たっかなめ定を人取受金険保亡死に特、は金険保亡死 ・
場合には、被保険者の法定相続人にお支払いします。

め定に方の外以人続相定法を人取受金険保亡死 ）注（
る場合、被保険者の同意を確認するための署名
などをいただきます。なおこの場合、保険契約
者と被保険者が異なるご契約を被保険者の同意
のないままにご契約されていたときは、保険契
約が無効となります。また、ご加入後に死亡保
険金受取人を変更する場合も、被保険者の同意
を確認するための署名などをいただきます。

上記以外 ・普通保険約款・特約に定めております。

●ご加入に際して特にご確認いただきたい事項をこの「契約概要」に記載しています。ご加入前に必ず読んでいただき、ご加入くださいますようお願いします。
●申込人と被保険者（補償の対象者）が異なる場合は、被保険者の方にもこの書面の内容を必ずお伝えください。
●この書面は、ご加入に関するすべての内容を記載しているものではありません。ご加入の内容は、普通保険約款・特約等によって定まります。ご不明な点につい
ては、代理店・扱者または引受保険会社までお問合わせください。
●契約取扱者が代理店または社員の場合は、引受保険会社の保険契約の締結権を有し、保険契約の締結・保険料の領収・保険料領収証の発行・ご契約の管理など
の業務を行っています。したがって、代理店または社員と契約され有効に成立したご契約につきましては、引受保険会社と直接契約されたものとなります。　　

●ご加入に際して被保険者にとって不利益になる事項等、特にご注意いただきたい事項をこの「注意喚起情報」に記載しています。ご加入前に必ず読んでいただ
き、ご加入くださいますようお願いします。
●申込人と被保険者（補償の対象者）が異なる場合は、被保険者の方にもこの書面の内容を必ずお伝えください。
●この書面は、ご加入に関するすべての内容を記載しているものではありません。ご加入の内容は、普通保険約款・特約等によって定まります。ご不明な点につい
ては、代理店・扱者または引受保険会社までお問合わせください。
●契約取扱者が代理店または社員の場合は、引受保険会社の保険契約の締結権を有し、保険契約の締結・保険料の領収・保険料領収証の発行・ご契約の管理など
の業務を行っています。したがって、代理店または社員と契約され有効に成立したご契約につきましては、引受保険会社と直接契約されたものとなります。

■同種の危険を補償する他の保険契約等(＊)で、過去３年以内に合計して５万
　円以上保険金を請求または受領されたことがある場合は、「国内旅行傷害保険
　契約加入手続書」の保険金請求歴欄にその内容を必ず記入してください。
　（＊）「同種の危険を補償する他の保険契約等」とは、団体総合生活補償保険、
　　　普通傷害保険等をいい、いずれも積立保険を含みます。また、他の保険
　　　会社等における契約、共済契約等を含みます。

）＊（



1、ご加入内容確認事項
ご加入手続きに際し、以下の事項を十分にご確認ください。

本確認事項は、万一の事故の際に安心して保険をご利用いただけるよう、ご
提案いたしました保険商品がお客さまのご希望に合致した内容であること、
ご加入いただくうえで特に重要な事項を正しくご記入いただいていることを
確認させていただくためのものです。
お手数ですが、以下の各質問項目について、再度ご確認いただきますようお
願い申し上げます。
なお、ご加入にあたりご不明な点や疑問点がございましたら、パンフレット
記載の代理店・扱者または引受保険会社までお問い合わせください。
１． 保険商品が以下の点でお客さまのご希望に合致した内容となっているこ
とをパンフレット・重要事項のご説明でご確認ください。万一、ご希望
に合致しない場合は、ご加入内容を再度ご検討ください。
 「重要事項のご説明」に記載の、補償が重複する可能性のある特約等につ
いては、ご加入の要否をご確認ください。

保険金のお支払事由（主契約、セットしている特約を含みます。）
保険金額（ご契約金額）
保険期間（保険のご契約期間）
保険料・保険料払込方法

その他のご説明
ご加入に際してご確認いただきたいその他の事項を記載しています。ご加入される前に必ずお読みいただき、ご加入くださるよう
お願いします。この書面は国内旅行傷害保険に関するすべての内容を記載しているものではありません。詳細は傷害保険普通保険
約款・特約でご確認ください。また、ご不明な点については取扱代理店または引受保険会社までお問い合わせください。

■複数のご契約があるお客さまへ
　次の特約等をセットする場合、補償内容が同様の保険契約（国内旅行傷害保険
　以外の保険契約にセットされる特約や引受保険会社以外の保険契約を含みま
　す。）が他にあるときは、補償が重複することがあります。補償が重複すると、
　補償対象となる事故による損害については、いずれの保険契約からでも補償
　されますが、損害の額等によってはいずれか一方の保険契約からは保険金が
　支払われない場合があり、保険料が無駄になることがあります。補償内容の差
　異や保険金額等を確認し、特約の要否を判断のうえ、ご加入ください。(注) 
　(注) 複数あるご契約のうち、これらの特約を１つのご契約のみにセットして
　　　いる場合、ご加入を解約したときや、状況の変化により被保険者が補償
　　　の対象外になったとき等は、特約の補償がなくなることがありますので
　　　ご注意ください。
＜補償が重複する可能性のある主な特約＞

今回ご加入いただく補償 補償の重複が発生する他の保険契約の例
国内旅行傷害保険

賠償責任補償特約（国内旅行特約用）
自動車保険

日常生活賠償特約

3．補償の開始時期
始期日の午前０時に補償を開始します。
ただし、保険期間が始まった後であっても、被保険者が旅行行程を開始する前
または旅行行程を終了した後に発生した保険金支払事由に対しては保険金をお
支払いしません。保険料は、重要事項のご説明P１記載の方法により払込みく
ださい。重要事項のご説明P１記載の方法により保険料を払込みいただけない
場合には、保険期間が始まった後であっても、保険金をお支払いできません。
4．保険金をお支払いしない主な場合（主な免責事由）等
（1）保険金をお支払いしない主な場合

パンフレットをご参照ください。なお、保険金を支払わない場合の詳細は
普通保険約款・特約の「保険金を支払わない場合」の項目に記載されてお
りますのでご確認ください。

5．保険料の払込猶予期間等の取扱い
保険料は、重要事項のご説明P１記載の方法により払込みください。重要事項
のご説明P１記載の方法により保険料を払込みいただけない場合には、保険金
をお支払いできないことがあります。
6．失効について
ご加入後に、被保険者が死亡された場合には、この保険契約は失効となります。
なお、死亡保険金をお支払いする場合に該当しない事由の死亡による失効のと
きは、未経過期間分の保険料を返還します。
7．解約と解約返れい金
ご加入を中途で脱退（解約）される場合は、ご加入の代理店・扱者または引受
保険会社までお申出ください。
・脱退（解約）の条件によって、解約日から満期日までの期間に応じて、解約
　返れい金を返還させていただきます。詳細は代理店・扱者または引受保険会
　社までお問合わせください。
・解約返れい金を返還させていただく場合、保険料から既経過期間に対応する
　保険料を差し引いて、その残額を返還します。

9．保険会社破綻時等の取扱い

8．包括契約の仕組み

＜経営破綻した場合等の保険契約者の保護について>
・引受保険会社の経営が破綻した場合など保険会社の業務または財産の状況
　の変化によって、ご契約時にお約束した保険金・解約返れい金等のお支払い
　が一定期間凍結されたり、金額が削減されたりすることがあります。
・引受保険会社が経営破綻に陥った場合の保険契約者保護の仕組みとして、
　「損害保険契約者保護機構」があり、引受保険会社も加入しております。
　この保険は「損害保険契約者保護機構」の補償対象となりますので、引受保
　険会社が破綻した場合でも、次のとおり補償されます。
保険金、解約返れい金等は80％まで補償されます。ただし、破綻前に発生した事故お
よび破綻時から３か月までに発生した事故による保険金は100％補償されます。
10. 個人情報の取扱いについて
別冊P3をご参照ください。

２． 国内旅行傷害保険契約加入手続書への記載・記入の漏れ・誤りがないか
ご確認ください。

要必に等い払支おの金険保な切適や出算の料険保いし正、は目項の下以 
な項目です。

くし正に国内旅行傷害保険契約加入手続書、きだたい認確ごくよを容内 
ご記入いただきますようお願い申し上げます。
 記載・記入の漏れ・誤りがある場合には、訂正あるいは追記をお願いい
たします。
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万一、事故が起こった場合は

遅滞なく代理店・扱者または下記にご連絡ください。
24時間365日事故受付サービス
「三井住友海上事故受付センター」
0120-258-189（無料） 事 故 は いち 早 く

三井住友海上へのご相談・苦情・お問い合わせは
「三井住友海上お客さまデスク」
0120-632-277（無料）

電話受付時間：平　　　日 9:00～20:00
土日・祝日9:00～17:00

（年末年始は休業させていただきます。）
※2020年10月より平日の電話受付時間は9:00～19:00になります。

この保険商品に関するお問い合わせは

【代理店・扱者】
株式会社湯旅

TEL 049-224-1251

指定紛争解決機関
引受保険会社は、保険業法に基づく金融庁長官の指定を受けた指定紛争解決機関である一般社団法人　日本損害保険協会と手続実施基本契約を締結してい
ます。引受保険会社との間で問題を解決できない場合には、一般社団法人　日本損害保険協会にご相談いただくか、解決の申し立てを行うことができます。

一般社団法人　日本損害保険協会　そんぽADRセンター
［ナビダイヤル（全国共通・通話料有料）］0570－022－808

（2）重大事由による解除
次のことがある場合は、ご契約を解除し、保険金をお支払いできないことがあります。
①保険契約者、被保険者または保険金を受け取るべき方が、引受保険会社
　に保険金を支払わせることを目的としてケガ等を発生させ、または発生
　させようとしたこと。

この保険は株式会社湯旅が保険契約者となる包括契約です。被保険者が保険
料を負担される場合、保険契約者が保険料をとりまとめのうえ保険会社に払
込みいただきます。なお、保険契約者が保険会社に保険料を払い込まなかっ
た場合には、保険契約が解除され保険金が支払われないことがあります。ま
た、保険契約者または被保険者がご加入の取消等をされた場合、保険会社は
返還保険料を保険契約者に返還します。

　③保険契約者または保険金を受け取るべき方が、暴力団関係者、その他の
　　反社会的勢力に該当する場合
　④他の保険契約等との重複により、保険金額等の合計額が著しく過大とな
　　り、保険制度の目的に反する状態がもたらされるおそれがあること。
　⑤②～④の場合と同程度に被保険者の信頼を損ない、この保険契約の存続
　　を困難とする重大な事由を発生させた場合
　⑥保険契約者と被保険者との間の親族関係の終了等により、この保険契約
　　の被保険者となることについて同意した事情に著しい変更があった場合
　また、①の場合は、被保険者が引受保険会社に解約（＊）を求めることができ
　ます。その際は被保険者であることの証明書類等の提出が必要となります。
　（＊）解約する範囲は、その被保険者に係る部分に限ります。

・受付時間[平日　９：１５～１７：００（土日・祝日および年末年始を除きます）]　・携帯電話からも利用できます。IP電話からは０３－４３３２－５２４１におかけください。
・おかけ間違いにご注意ください。　・詳細は、一般社団法人 日本損害保険協会のホームページをご覧ください。（http://www.sonpo.or.jp/efforts/adr/）

②被保険者または保険金を受け取るべき方が保険金の請求について詐欺を
　行い、または行おうとしたこと。
③保険契約者、被保険者または保険金を受け取るべき方が、暴力団関係者、
　その他の反社会的勢力に該当すると認められたこと。
④他の保険契約等との重複により、保険金額等の合計額が著しく過大とな
　り、保険制度の目的に反する状態がもたらされるおそれがあること。
⑤上記のほか、①～④と同程度に引受保険会社の信頼を損ない、保険契約
　の存続を困難とする重大な事由を発生させたこと。



承認番号：A19-102370　使用期限：2021年 3月31日

2、ご加入時にご注意いただきたいこと
約契括包るなと者約契険保が株式会社湯旅、は険保のこ ）1（ です。

年1202らか時0日1月4年0202（間期約特約契括包、は険保のこ ）2（
3月 31日 24時まで）に旅行行程を開始または旅行期間を延長した下
記の旅行に参加する旅行者を被保険者とします。

る学校向けの旅行す集募、売販が東日観光株式会社 　　
（3）＜契約内容登録制度について＞

健が度制険保害損。すまりあがとこるれさ録登が容内約契ごのまさ客お 　　
全に運営され、死亡保険金、後遺障害保険金、入院保険金、通院保険金
等のお支払いが正しく確実に行われるよう、これらの保険金のある保険
契約について、一般社団法人　日本損害保険協会が運営する契約内容登
録制度への登録を実施しております。

契険保の様同が容内償補、は合場るれさトッセが約特償補険危任責償賠 ）4（
約（国内旅行傷害保険契約以外の保険契約にセットされた特約や引受保
険会社以外の保険契約を含みます。）が他にあるときは、補償が重複する
ことがあります。補償が重複すると、補償対象となる事故による損害に
ついては、いずれの保険契約からでも補償されますが、損害の額等によ
ってはいずれか一方の保険契約からは保険金が支払われない場合があり、
保険料が無駄になることがあります。補償内容の差異や保険金額等を確
認し、特約の要否を判断のうえ、ご加入ください。

3、ご加入後にご注意いただきたいこと
る「国内旅行傷害保険加入通知証」は、内容すけ届おに後たいだたい入加ご ●

をご確認のうえ、大切に保管してください。
補やとこいなきで入加続継、後了終間期険保、はてっよに等況状求請金険保 ●

償内容を変更させていただくことがあります。あらかじめご了承ください。
はたま度制るす関に受引約契険保、約特・款約険保通普、が社会険保受引 ●

保険料率等を改定した場合、改定日以降の日を始期日とする継続契約につ
きましては、その始期日における普通保険約款・特約、保険契約引受に関
する制度または保険料率等が適用されます。そのため、継続契約の補償等
の内容や保険料が継続前の保険契約と異なること、または継続加入できな
いことがあります。あらかじめご了承ください。

ったあに定認の数日院通、合場の術施るよに）等院骨整、院骨接（師復整道柔 ●
ては、傷害の部位や程度に応じ、医師の治療に準じて認定し、お支払いし
ます。また、鍼（はり）・灸（きゅう）・マッサージなどの医療類似行為に
ついては、医師の指示に基づいて行われた施術のみ、お支払いの対象とな
ります。
4、保険金をお支払いする場合に該当したときの引受保険会社へのご連絡等

険保受引はたま店・扱者理代、はきとたし当該に合場るすい払支おを金険保 ●
会社までご連絡ください。保険金請求の手続につきまして詳しくご案内い
たします。なお、保険金をお支払いする場合に該当した日から30日以内
にご連絡がない場合、もしくは知っている事実を告げなかった場合、また
は事実と異なることを告げた場合は、引受保険会社はそれによって被った
損害の額を差し引いて保険金をお支払いすることがあります。
＜保険金支払いの履行期＞

類書な要必に求請金険保、は社会険保受引 ● （＊１）をご提出いただいてから
その日を含めて30日以内に、保険金をお支払いするために必要な事項の
確認（＊２）を終えて保険金をお支払いします。（＊３）

」類書くだたい出提ごに時求請ごの金険保「、は類書な要必に求請金険保 ）１＊（
をご参照ください。代理請求人が保険金を請求される場合は、被保険
者が保険金を請求できない事情を示す書類をご提出いただきます。

有の由事いなしい払支おを金険保、無有の由事るすい払支おを金険保 ）２＊（
無、保険金の算出、保険契約の効力の有無、その他引受保険会社がお
支払いすべき保険金の額の確定のために確認が必要な事項をいいます。

照の果結査捜の関機の公のどな察警、にめたう行を認確の項事な要必 ）３＊（
会、医療機関など専門機関の診断結果の照会、災害救助法が適用され
た被災地における調査、日本国外における調査等が必要な場合には、
普通保険約款・特約に定める日数までに保険金をお支払いします。こ
の場合、引受保険会社は確認が必要な事項およびその確認を終える時
期を被保険者または保険金を受け取るべき方に通知します。

約特るす償補を害損たっ被てっよにとこるす担負をどな任責償賠の上律法 ●
の対象となる賠償事故の示談交渉については、事前に引受保険会社へご相
談ください。なお、あらかじめ引受保険会社の承認を得ないで損害賠償責
任を認めたり、賠償金などを支払われた場合には、保険金をお支払いでき
ないことなどがありますのでご注意ください。
＜示談交渉サービス＞
日本国内において発生した、賠償責任補償特約（国内旅行特約用）の対象とな
る賠償事故について被保険者のお申出があり、かつ被保険者の同意が得られれ

＜保険金のご請求時にご提出いただく書類＞
）。すまみ含を人理代の方のられこ（方きべる取け受を金険保はたま者険保被 ●

が保険金の請求を行う場合は、下記の書類のうち、事故受付後に引受保険
会社が求めるものをご提出いただきます。

（注1） れそ、かほの類書の記下、は合場う行を求請の金険保ていづ基に約特 
ぞれの特約に定める書類をご提出いただきます。

（注2） 書の外以類書の記下、てじ応に等度程の害傷、額の害損、容内の故事 
類をご提出いただくようお願いする場合がありますので、ご了承くだ
さい。

【ご提出いただく書類】
・引受保険会社所定の保険金請求書

由事いなれわ払支が金険保、無有生発の由事払支の金険保が社会険保受引 ・
に該当する事実の有無、損害の程度を確認するために必要な書類

請金険保の）等人続相、人求請理代、者権親（人理代のそはたま者険保被 ・
求であることを確認するための書類

用費他のそびよお書収領の用費たし要に等療治、書告申況状療診、書断診 ・
の額を示す書類

書明証故事の等）者三第はに合場いな得をむや（関機の公 ・
・死亡診断書または死体検案書、戸籍謄本

類書す示を度程・容内の害損るよに害障遺後の他のそびよお書断診害障遺後 ・
人他①類書るす認確を等者権求請償賠害損びよお額の用費、額の償賠害損 ・

の身体障害の程度、損害額、費用の額および損害賠償請求権者を確認する
書類②他人の財物破損（破損財物の使用不能による間接損害を含む）の程度、
損害額、費用の額および損害賠償請求権者を確認する書類③損害賠償請求
権者に対して負担する損害賠償の額および損害賠償金の支払または保険金
の支払に関する損害賠償請求権者の承諾を確認する書類

賠害損るれわ払支らか他①類書るめ求が社会険保受引てじ応に要必他のそ ・
償金・保険金・給付金等の額を確認する書類②（企業等の災害補償規定等
特約をセットした契約の場合）受給者と被保険者が異なる場合、受給者と
被保険者の関係を証する書類③保険の対象の価額を確認する書類
●＜代理請求人について＞

を金険保に者険保被、どな合場たし失喪を力能思意、りなと態状害障度高 　
請求できない事情があり、かつ、保険金を受け取るべき被保険者の代理人
がいない場合には、引受保険会社の承認を得て、被保険者と同居または生
計を共にする配偶者（＊）等（以下「代理請求人」といいます。詳細は（注）
をご参照ください。）が保険金を請求できることがあります。また、
本内容については、代理請求人となられる方にも必ずご説明ください。

　（注）①「被保険者と同居または生計を共にする配偶者（＊）」
を金険保に方るす当該に①記上はたまいないが方るす当該に①記上 ②　　　

請求できない事情がある場合
「被保険者と同居または生計を共にする3親等内の親族」

に方るす当該に②、①記上はたまいないが方るす当該に②、①記上 ③　　　
保険金を請求できない事情がある場合
「上記①以外の配偶者（＊）」または「上記②以外の3親等内の親族」

（＊）法律上の配偶者に限ります。
5、個人情報の取扱い

6、引受保険会社について
引受保険会社および他の損害保険会社との共同保険契約となる場合は、それ
ぞれの引受保険会社は引受割合に応じて、連帯することなく単独別個に保険
契約上の責任を負います。幹事保険会社は他の引受保険会社の業務および事
務の代理・代行を行います。

（なお、共同保険の引受保険会社およびそれぞれの会社の引受割合は決定しだ
いご案内します。）

この保険契約に関する個人情報について、引受保険会社が次の取扱いを行う
ことに同意のうえお申し込みください。

【個人情報の取扱いについて】
この保険契約に関する個人情報は、引受保険会社がこの保険引受の審査およ
び履行のために利用するほか、引受保険会社および引受保険会社のグループ
のそれぞれの会社（海外にあるものを含む）が、この保険契約以外の商品・
サービスのご案内・ご提供や保険引受の審査および保険契約の履行のために
利用したり、提携先・委託先等の商品・サービスのご案内のために利用する
ことがあります。
ただし、保健医療等のセンシティブ情報（要配慮個人情報を含む）の利用目
的は、法令等に従い、業務の適切な運営の確保その他必要と認められる範囲
に限定します。
また、この保険契約に関する個人情報の利用目的の達成に必要な範囲内で、
業務委託先（保険代理店を含む）、保険仲立人、医療機関、保険金の請求・
支払いに関する関係先等（いずれも海外にあるものを含む）に提供すること
があります。
詳細は、三井住友海上ホームページ（https://www.ms-ins.com）または
引受保険会社のホームページをご覧ください。

ば、引受保険会社は原則として被保険者のために示談交渉をお引受いたします。
また、日本国内において発生した賠償事故で保険金が支払われる場合、被
害者が保険金相当の損害賠償額を引受保険会社へ直接請求することもできます。
＜示談交渉を行うことができない主な場合＞

償賠が額の任責償賠害損の上律法るす担負が者険保被、きつに故事の回１ ○
責任補償特約（国内旅行特約用）で定める保険金額を明らかに超える場合
○相手の方が引受保険会社との交渉に同意されない場合

3

皆さまがご確認ください。

」別性「
、欄」令年「はたま」日月年生「の国内旅行傷害保険契約加入手続書 ・

欄は正しくご記入いただいていますか？
　「年令」欄は保険始期日時点での満年令をご記入ください。
＊  ご記入いただいた年令と生年月日から算出した年令が異なる場合には、生
年月日から算出したものを年令として取り扱うことがあります。

入記ごくし正は欄」等約契険保の他「の国内旅行傷害保険契約加入手続書 ・
されていますか？

協のへ社会険保受引が者険保被くな由理な当正、し際に渉交のと方の手相 ○
力を拒んだ場合

さ起提に所判裁の外国本日が訟訴るす関に求請償賠害損るす対に者険保被 ○
れた場合



国内旅行傷害保険ご契約タイプ一覧表 おすすめ補償プラン
日　数

ご契約タイプ

1名あたりの保険料

1名あたりの保険料

1名あたりの保険料

保険金額
死亡・後遺障害
入院保険金（日額）
通院保険金（日額）
賠償責任保険金額

500円

2日間（1泊2日まで）
X6

1,095万円
9,000円
6,000円
1,000万円

450円

X5
985万円
8,000円
5,300円
1,000万円

300円

X4
765万円
4,500円
3,000円
1,000万円

200円

X3
435万円
3,000円
2,000円
1,000万円

150円

X2
315万円
2,500円
1,500円
100万円

100円

X1
240万円
1,200円
800円
100万円

日　数
ご契約タイプ

保険金額

死亡・後遺障害
入院保険金（日額）
通院保険金（日額）
賠償責任保険金額

500円

4日間（3泊4日まで）
Y6

1,055万円
9,000円
6,000円
1,000万円

450円

Y5
945万円
8,000円
5,300円
1,000万円

300円

Y4
725万円
4,500円
3,000円
1,000万円

200円

Y3
395万円
3,000円
2,000円
1,000万円

150円

Y2
290万円
2,500円
1,500円
100万円

100円

Y1
215万円
1,200円
800円
100万円

日　数
ご契約タイプ

保険金額

死亡・後遺障害
入院保険金（日額）
通院保険金（日額）
賠償責任保険金額

500円

7日間（6泊7日まで）
Z6

1,025万円
9,000円
6,000円
1,000万円

450円

Z5
920万円
8,000円
5,300円
1,000万円

300円

Z4
700万円
4,500円
3,000円
1,000万円

200円

Z3
370万円
3,000円
2,000円
1,000万円

150円

Z2
270万円
2,500円
1500円
100万円

100円

Z1
195万円
1,200円
800円
100万円

株式会社湯旅保険契約者 募集人氏名

国内旅行傷害保険契約加入手続書【団体型（５名以上）用】
三井住友海上火災保険株式会社宛 三井住友海上提出用

1. 対象とするご旅行についてご記入ください。

証券番号

加入依頼日 　　　　　年　　　月　　　日
普通保険約款、国内旅行傷害保険特約およびその他の特約が適用されることを承認のうえ、加入を依頼します。
また、事故発生の際に保険契約等や保険金等の請求に関する事項について損害保険会社等の間で確認されることに同意します。
【ご注意】
●※が付された事項は、ご契約に関する重要な事項（告知事項）です。これらについてお答えいただいた内容が事実と異なる
場合や事実をお答えいただかない場合はご契約を解除し、保険金をお支払できないことがありますので、ご注意ください。
　ご連絡がない場合は保険金が削減されることがありますので、ご注意ください。
●★印の項目は大切な項目です。★印を訂正する場合はご加入者の訂正署名（または訂正印）が必要になります。
●弊社の国内旅行傷害保険には「国内旅行傷害保険特約」「戦争危険等免責に関する一部修正特約」がセットされています。
●保険契約者は、ご加入者からの加入依頼に基づき、加入依頼日を申込日として保険契約を申込みます。なお、保険契約者はご加入者から解約、変更請求の申し出が
あった場合には必ずこれに応じて必要な対応を行います。
●＊1～＊4のある項目については、下記を必ずご確認ください。
＊1：旅行先が複数ある場合は代表的なものを一つお選びください。
＊2：ご加入いただける保険金額についてはご契約内容により上限額が異なります。詳細につきましては、代理店または弊社までお問い合わせください。
＊3：保険金額欄に保険金額が表示されている場合は、その特約がセットされます。
＊4：「他の保険契約等」とは、この保険契約以外にご契約されている、この保険契約と全部または一部について支払責任が同一である保険契約や共済契約のことです。
　他の保険契約等がある場合、そのご契約の内容によっては、弊社にて保険のお引受けできない場合があります。

2.ご加入者についてご記入ください。

3.ご旅行者（被保険者）についてご記入ください。

合計被保険者数 人

円
合計保険料
（一時払）

保険期間
（旅行期間） 20　　年　　　月　　　日～ 20　　 年　　　月 　　日

月

日 間

旅行目的

主な旅行先＊
1

観光

北海道 東北

カナ

住所

漢字
カナ

〒

生年月日 年齢 才西暦　　　　 年　　　月　　　日 性別

被保険者明細書にご記入ください。

被保険者明細書にご記入ください。

※★他の保険契約等 有

有

男 女 電話番号

＊4

☎　　　　（　　　　）

氏名
（ご署
名）

お客様
（ご加入者）

ご旅行者（被保険者）氏名

死亡保険金受取人を法廷相続人とする場合は記入不要です。
死亡保険金受取人を指定する場合は、右欄に◯印をつけ保険会社に
連絡下さい。

死亡保険金
受取人

死亡保険金受
取人指定

被保険者明細書のとおり

契約タイプ

重要事項説明書、クーリングオフ説明書を受領し、個人情報の取扱いについても同意します。また、契約
加入手続書および重要事項説明書により契約内容が意向に沿ったものであることを確認しました。

（ご加入者が個人の場合はフルネームで自署、法人の場合は記名・捺印をお願いします。）

印

関東 中部 近畿 四国 中国 沖縄
九州
（除く沖
縄）

その他

商用 その他視察

期間

（　　　　　　　　　　　　）

（　 　　　　　）

承認番号A19-102370　使用期限2021年3月31日


